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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言
　中学校技術・家庭科の学習内容として電気に関する基礎的技術の習得が要求され，そのため教材
として簡単なラヂオ受信機か取り上げられている．この学習が従来やゝもすると誤られたような単
なる手先だけの技能教育に堕ちることなく，科学技術教育として充分な効果を上げるためには，電
気回路の動作か良く理解されなければならない．三，四球程度の簡単なラヂオ受信機にはグリッド
検波が採用され，それが受信機の中枢をなしているが，その勁作原理を中学程度の生徒に理解させ
ることは極めて困難な問題である．現在一般に行われている解説方法はその本質にふれない極めて
皮相的な便宜的なもので，この困難な問題の解決はなされていない．このことは残された一つの隆
路としてこの学習の発展を阻害する恐れがある．このような理由のためにグッド検波作用を正しく
平易に解説するための研究にに取り組むことにした．そのためには先づこれの回路理論について研
究することが必要である．グリッド検波は二極管検波の発展であり，これは又コンデンサー・イン
プット整流の延長であるので，先づ最初に最も簡単な後者の回路について充分研究を進め，この理
論を他の複雑なものに押し広めて行くことゝする．この意味で本研究の第一報ではコンデンサー・
インプット整流回路について，数式的解析とブラウン管オッシロスコープによる波形観測とによっ
て研究を進めることゝする．
　　　　　　　　　　　　コンデンサー・インプット整流回路
　Ｉ．ブラウン管オッシロスコープによる波形の観測
　コンデンサー・インプット整流回路をその本来の目的たる平滑直流を得ることのためでなしに，
グリッド検波の基礎回路として取扱うことゝし，回路常数の値を色々変えた場合に回路の電圧，電
流が如何に変化するかを一般的に解析することとする．第１図はそのためのオッシロスコープ観測
用回路である．
　正弦波電圧向（内部抵抗烏）は整流管KX-
12F (内部抵抗り）によって半波整流され，抵
抗R'p, R,,,を通してコンデンサーＣを充電す
る．充電されたＣは負荷抵抗瓦を通して放電
される．瓦ぶま充電電流の波形観測のために挿
入したシャント抵抗で30£?の無誘導抵抗を使
用する．広帯域ブラウン管オッシロスコープを
使用して，Ｃの端子電圧及シャントＲ，),.の端子
電圧を観測することとする．
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　　第　　１　　図
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　この場合の本回路の動作は第２図に示す如くである．まづ充電経過について考えると，整流管の
プレートに実際に加わる電圧は，電源電圧からＣの端子電圧を差し引いた残りであるから，Ｃの充
電は電源電圧ε，がＣの残留電圧£．に打ち勝つ瞬間に開始し，図の充電曲線の経過をたどり，電圧
の関係が前と逆になると同時に終了する．
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　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　２　　　　図
Ｈ．数式的解析
第３図において，充電回路の抵抗をＲ。，放電回路の抵抗を瓦，コンデンサーの容量をＣ，コン
「?
を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　　３　　　　図
デンサー端子電圧をε。電源電圧をＣｓ―Ｅｍsin（心十θ）とし，電流の分布を図示通りとすると，
次の関係が成立する。
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　この微分方程式の一般解は右辺を零としたときの過渡解をと,　Ｃ, Ｒ直列回路に
混旦sin(ωz十θ)なる電圧を加えたときの定常解，との和として表わされる．
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　このときは充電回路は解放されているから，Ｒ『＝・・，したがってｅｎｓは存在しない．
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　これが放電期間のＣの端子電圧及放電電流の値である．ど．は充電終了時のＣの端子電圧で，こ
れは充電回路の条件によってきまり，充電回路の解析にって見出すことが出来る値である.
　2)整流管が動作している期間(充電期間)
　この期間では電源電圧かＣの残留電圧に等しくなった瞬間に回路が閉ぢることになるから，z＝0
においてＱ＝４
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放電開始のＣの端子電圧は
Emsindである.
　(17に(23)に見る如く，Ｃの端子
電圧及充電電流は定常項と過渡
項との重畳したもので，定常項
の振副及位相，過渡項の最大値
等は回路常数によってきまる値
である．これらの関係を図示す
ると第４図のようになる.
　07)とes = E。sin (ωZ十θ)とが
£＝O　の後に再び等しくなる時
間を計算するか，又は(23)が再び
零になる時間を計算すると充電
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時間がわかり，この時間おけるε．或はε．の値が前に放電期間の式旧或は(14□こ仮定しすこど．の
値である．
　回路常数を色々変えた場合のε．及ｊの波形のオッシログラムを第５図乃至第38図に示す．各図
に相当する回路常数の値を表示しだのが第１表である．この表には又(17)及昌の各項を決定するため
の常数を計算して掲げてある．この表を用いると第４図の如くε，及ｆの波形を数式の理論によっ
て画くことが出来，これと第５図乃至第38図の実測したものとを比較して，理論と実験の一致を確
かめることが出来る．このことを瓦を非常に小さく選んだ次の例によって，確かめてみることと
する．
　実　例
　拓を充分小さく選んだとすると(13)より明かな如く，前の半波の放電期間にＣの端子電圧を零に
近くすることが出来る．この場合電源電圧が正になる直後に放電刎別始するからθgOである．し
たがって(17)は次の如くなる．
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すなわちこの場合，電圧も電流も，電源電圧と同相の正弦波の半波に近い波形となり，その振副は
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なるパにっいては前者の場合は分となり，後者の場合はづｼﾚとなるしたがってその大きさ
は沢・の大小にょって決定される。このことはオッシログラム第５図乃至第10図を見れば良くゎか
る。各図ともC = 0.2μＦ，几＝5Kj2とし，第５図から第10図に行くにしたがって尺。を小さい値か
ら段々大きくしてある｡(26), (27)の式の示す通りの波形であることがわかる。一例として第１表を利
用して第５図に相当する式を書き表わしてみると
　　　ε。=0.492£。sin (心十∂－10°40')十Ｅぶsinθ－0.492sin(θ－10°40')}s-2000°
　　　　∂こ0，ｓinθI－IO　とすると　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，●
　　　ｅｃ.＝＾0.492£。sin(ω£－10°40')十〇｡091£。ε-2000°
すなわち，定常項の振副に比較して過波項の最大値は％以下となっていて，実測波形と一致してい
る.
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　　　^1.05･10-4£。sin (ωZ＋10°)-0.182･10-4£。j-2000°
すなわち過渡項の最大値は定常項の振副の約垢で，波形は一そう正弦半波に近いものとなる．
　Ｃ＝１μＦ，沢＝1K!2(放電回路の時常数を同じく0.001秒とする)とし，同様な観測を行ったオッ
シログラムが第10図乃至第14図である。波形は大体前と同様であるが，振副に冊バ27)の関係か表わ
れていることかわかる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
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　上述の如く，回路常数Ｃ，Ｒ。，Ｒ１を与えれば(17), (23)により，電圧，電流の計算が出来，コンデ
ンサーＣの充放電の際の端子電圧の変化の模様及充放電電流の変化の模様の全貌を明かにすること
が出来る．このことは今後の本研究の理論の基礎となるものである．(未完)
(昭和35年９月30日受理)
